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県
内
を
６
つ
の
自
治
体
に
再
編
へ

　
高
知
県
市
町
村
合
併
推
進
構
想
を
知
事
が
説
明

観
客
と
と
も
に
楽
し
ん
だ

や
ま
び
こ
芸
能
祭

龍
河
洞
に

　  

入
洞
３
０
０
回

知事自らが構想を説明

よろこびを表す石井利廣さん

大栃保育園児のかわいいダンス

　
五
月
二
十
日
、
南
国
市
農
協

会
館
で
、
「
高
知
県
市
町
村
合

併
推
進
構
想
」
の
知
事
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
約
百
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
二
〇
二
〇
年

か
ら
二
〇
三
〇
年
の
子
や
孫
の

時
代
に
、
「
誰
も
が
、
ど
こ
で

も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
県

が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目

標
に
、
県
も
参
加
し
た
広
域
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
、

現
在
三
十
五
あ
る
市
町
村
を
六

つ
に
再
編
す
る
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
構
想
の
背
景
に
は
、
県
が
直

面
す
る
「
少
子
高
齢
化
、
小
規

模
な
町
村
が
多
い
、
緊
迫
化
す

る
財
政
」
の
大
き
く
三
つ
の
要

因
が
あ
り
ま
す
。

　
基
礎
自
治
体
を
六
つ
に
再
編

す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
市
と

県
の
業
務
分
担
の
見
直
し
、
六

つ
の
市
と
県
が
一
体
と
な
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
自
治

区
な
ど
を
設
け
て
地
域
の
特
色

を
守
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
構

想
の
要
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
か
ら
は
、
「
中

山
間
地
域
を
ど
う
や
っ
て
守
っ

て
い
く
の
か
」
「
六
つ
の
自
治

体
が
、
適
正
な
自
治
体
規
模
と

言
え
る
の
か
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
「
中
山
間

地
域
を
守
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
香
南
市
、
香
美
市

の
中
山
間
地
域
に
お
け

る
合
併
後
の
集
落
維
持

の
状
況
を
検
証
し
た
上

で
、
今
後
の
取
り
組
み

を
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
県
も
、

自
治
区
制
度
に
よ
る
集

落
維
持
の
し
く
み
な
ど

を
考
え
、
そ
れ
を
具
体

化
し
て
い
く
た
め
の
財

政
措
置
や
人
的
配
慮
を

進
め
て
い
く
」
「
六
市

が
最
終
的
に
適
正
規
模

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
人
口
の
差
が
サ

ー
ビ
ス
の
差
と
な
ら
な

い
よ
う
、
県
も
入
っ
た

広
域
連
合
を
考
え
て
い

く
」
「
基
礎
自
治
体
を

強
く
し
て
、
県
と
一
体

と
な
っ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
れ
ば
、

た
と
え
道
州
制
な
ど
国

が
何
を
言
っ
て
き
て
も
、

対
応
で
き
る
基
礎
自
治

体
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
見
解
を
示
し

ま
し
た
。

　
第
九
回
や
ま
び
こ
芸
能
祭
（
物

部
地
区
公
民
館
主
催
）
が
五
月
二

十
七
日
、
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芸
能
祭
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

多
様
な
発
表
会
で
、
新
舞
踊
、
民

踊
、
詩
吟
、
歌
の
ほ
か
、大
栃
保

育
園
児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
も
約

百
人
の
観
客
の
前
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
子
育
て
支

援
活
動
に
取
り
組
む
「
す
く
す
く

応
援
団
」
の
バ
ザ
ー
も
会
場
脇
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
収
益
の
一
部
は
、

物
部
町
地
区
の
新
生
児
へ
紙
オ
ム

ツ
の
配
布
や
大
栃
小
の
新
入
生
に

図
書
カ
ー
ド
を
贈
る
活
動
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
石
井
利
廣
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

が
、
五
月
十
四
日
、
龍
河
洞
に
三

百
回
目
と
な
る
入
洞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
石
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年

九
月
二
十
八
日
の
初
入
洞
以
来
、

回
数
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
「
一

千
回
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
こ
ま
で
も
入
洞
記
録
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
目

標
を
話
し
、
石
井
さ
ん
の
お
気
に

入
り
と
い
う 

”天
降
石
“
や 

”絞

り
幕
“
を
見
に
入
洞
し
ま
し
た
。
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『
歩
き
、
み
、
ふ
れ
る
歴
史

の
道
』
北
山
道
大
会
が
五
月
十

三
日
に
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
六
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
土
佐
藩
六
代
目
当

主
の
山
内
豊
隆
が
参
勤
交
代
の

道
と
し
て
使
い
始
め
た
北
山
道

を
穴
内
川
ダ
ム
近
く
の
登
山
口

よ
り
歩
き
始
め
ま
し
た
。
起
伏

の
あ
る
コ
ー
ス
に
汗
を
か
き
な

が
ら
、
歴
史
の
道
を
散
策
し
て

い
ま
し
た
。

土
佐
藩
参
勤
交
代
の

道
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

小
学
生
が

水
道
施
設
を
見
学

　
水
道
週
間
（
六
月
一
〜
七
日
）

中
の
六
月
五
、
六
日
に
、
山
田

小
四
年
生
児
童
・
五
十
六
人
が
、

社
会
科
学
習
会
と
し
て
土
佐
山

田
町
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
市
水
道
課
職
員
か

ら
説
明
を
聞
い
た
後
、
八
王
子

宮
の
上
部
に
あ
る
配
水
タ
ン
ク

や
浄
水
場
を
見
学
し
、
日
ご
ろ

使
っ
て
い
る
水
道
の
仕
組
み
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

地元住民らが落成を祝いました

水道施設で説明を聞く山田小児童

土佐山田町体育会

夢中でイチゴを摘む大宮小児童

蜷
参
勤
交
代
の
道
を
歩
く

甘
く
て
お
い
し
い
！

イ
チ
ゴ
摘
み
体
験

　
五
月
二
十
四
日
、
大
宮
小
三

年
生
（
三
十
三
人
）
が
イ
チ
ゴ

摘
み
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
香
北
町
吉
野
の
坂

本
勝
由
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
試
食
を
し
な

が
ら
、
両
手
に
持
ち
き
れ
な
い

ほ
ど
た
く
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
を
採
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
採
っ
た
イ
チ
ゴ
を
学

校
に
持
ち
帰
り
、
ジ
ャ
ム
に
し

て
、
生
産
者
の
坂
本
さ
ん
と
一

緒
に
翌
日
の
給
食
で
試
食
し
ま

し
た
。

　
子
宝
、
安
産
の
お
地
蔵
さ
ま

と
し
て
知
ら
れ
る
子
安
地
蔵
尊

（
新
改
）
の
お
堂
が
改
築
さ
れ
、

地
元
住
民
な
ど
約
六
十
人
が
落

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
お
堂
は
、
地
域
の
夏
祭
り
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
三
十
五
年
の
再
建
以
来
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

地
元
の
自
治
会
が
中
心
と
な
り

改
築
委
員
会
を
つ
く
り
、
地
域

の
内
外
か
ら
多
く
の
寄
付
や
支

援
を
受
け
て
、
新
し
い
お
堂
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
立
派
な
お
堂
が
で
き
た
の

で
、
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
を
し
て

ほ
し
い
」
と
地
元
住
民
も
誇
ら

し
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
安
地
蔵
尊

新
し
い
お
堂
が
完
成

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

土
佐
山
田
町
体
育
会
が

全
国
大
会
出
場
へ

　
「
第
四
回
全
日
本
一
般
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
県
予

選
が
五
月
十
三
日
、
春
野
運
動

公
園
で
行
わ
れ
、
土
佐
山
田
町

体
育
会
が
決
勝
戦
で
三
里
ク
ラ

ブ
に
２
対
１
で
勝
ち
、
八
月
に

山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス


